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巻�頭�言�

　外国語を学ぶことは，学習者がすでに持っている意味世界を単に新�し�いことばで言�

い表�し�，伝達できるようになることではない。外国語学習の本質は，母語の学習と使�

用を通�し�て培った世界の見方とは異なった，まったく新�し�い世界の見方を身につける�

ことにある。�

　個別の言語は，物事や出来事の特徴をとらえて言語化するために，それぞれユニー�

クな仕組みを持っており，人はその表現にあたって，自分が使用する言語の仕組みに�

合�う�よ�う�に�考�え�る。こ�の�こ�と�を�ア�メ�リ�カ�の�心�理�学�者�・�言�語�学�者�で�あ�る�D. Slobinは�

“Thinking for speaking”と呼んでいる。�

　これによると，日本人英語学習者は，英語の�“�Thinking for speaking”�を新たに経�

験�し�，�英語による新�し�い世界の見方を身につけることになる。�例えば，�“I have a dog.”�

と�“�I like dogs.”�を学ぶとき，日本人は，語順の違いもさることながら，不定冠詞付き�

のdogとそ�の�複数�形を�識別�する�と�いう�日本�語で�は経�験�し�た�こと�のな�い処�理�を迫�られ�る。�

また，�“My brother loves football.”�においては，主語が�「�兄」�「弟」�でないこと，主語�

の三人称単数の認知的取り立て，�footballがアメリカではAmerican footballであるとい�

う新�し�い世界の見方を学ぶ。�

　このような外国語による新�し�い世界の見方の学習は，外国語について知るのではな�

く，その使用を実体験することによって初めてなされることに注意が必要である。こ�

の意味において，第一義的に外国語学習とは，母語とは違う新�し�い世界の見方に直結�

する言語処理を伴う新�し�い言語体験をすることである。ゲーテの「外国語を知らない�

者は自分の母語を知らない」ということばは，このことを突いていると思われる。�

　「英語は使ってなんぼのもの」という表現に託される外国語学習の価値だけでなく，�

“Thinking for speaking”�で示される外国語学習のまさに教育的な意義にも目を向け�

る必要がある。�
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1．最近の小学校外�国語活動の状況�

　平成23年度，小学校に�おいて新学習指導要領が�

全面実施され，第５，第�６学年で年間35単位時間�

の「外国語活動」が必修�化された。その趣旨は，�

「音声を中心に外国語に�慣れ親�し�ませる活動を通�

じ�て，言語や文化について体験�的に理解を深める�

とともに，積極的にコミ�ュニケーションを図ろう�

とする態度を育成�し�，コミュニケーション能�力の�

素地を養うために様々な�活動を行う」である。�

　北海道の現状について�は，すでに児童や教師に�

と�っ�て�小�学�校�外�国�語�活�動�が�特�別�な�こ�と�で�は�な�く�

なっている。導入前の不�安も概ね解消されたため，�

小学校外国語活動の研修�会への参加者が完全実施�

の前の年を�ピ�ークに減少�し�たとも言われている。�

実際，私が依頼されて小�学校で出前授業を行う回�

数も完全実施前のほうが�多く，小学校英語教育の�

研究会の代表者の方のコ�メン�ト�も同様だった。�

　ま�た，多�く�の�小�学�校�で�は�市�町�村�の�ALTと�の�

Team Teachingを�し�ており，�授業のアイデアを出�

し�合�い，�Hi, Friends!も�活�用�し�て�授�業�を�組�み�立�て，�

児童たちは生の英語にも�触れながら活動�し�ている。�

彼らは中学生よりも元気�よく英語を発音�し�ている�

ことも多く，生き生きと�活動に取り組んでいる。�

小学校では�「コミュニケーション」�「聞いたり，話�

し�たり」の活動をメインと�し�，発音の矯正もされ�

ないことになっているが�，�ALTが容認できない発�

音は随時くり返�し�練習させているようだ。�

　また，�いくつかの授業を参観�し�ていて，�気になっ�

たのは文字の使用だ。ピ�クチャーカー�ド�の下に文�

字が出ているケースは案�外多いが，読ませること�

は�し�ていない。�し�か�し�，なかには少�し�長めの対話�

をさせるために，ヒン�ト�と�し�て文を英語で黒板に�

書いて�し�まっているケースが少数あっ�た。�

　この点については，小�学校外国語活動のあり方�

を再確認�し�，理解を深める必要がある�。無理なく�

活動�し�，英語に慣れ親�し�むことが重要なので，中�

学入学以前に英語嫌いを�つくって�し�まっては本末�

転倒になって�し�まう。�

ちが悲�し�い思いを�し�ないように中学校で対応す�る�

配慮が必要だ。�

　�

3．入門期：中学校英�語にソフ�ト�ランディング�

　小学校では主に1人称の�ことを表現�し�たり，2人�

称とのQ&Aがメ�インだ�った。基本�的に3人称に�つ�

いての表現をするのは中学�校の役割となる。�

　このような情報も中学校�教師には有益だ。だか�

らまず，中学校教師が�し�なければならないこと�は，�

小学校外国語活動の内容に�ついて知ることだ。文�

科省のHPにも�『�Hi, Friends!　�関連資料』�があるの�

で，�簡単に情報を確認できる。また，�Hi, Friends!
や『英語ノー�ト�』の「教師用指導書」も�目を通す�

と参考になることが多い。�そこには，小学生が目�

に�す�る�内�容�と�中�学�校�で�も�効�果�的�な�活�動，�

Classroom Englishなど，�多くの資料がある。�それ�

らは，小学校で使用されて�きた可能性が高いので，�

中学校でも継続することが�小・中の連携につなが�

る。�

　次に慎重に進めていかな�ければならないのは文�

字の導入時期と方法である�。小学校と中学校で扱�

う英語の大きな違いは，�「文字指導」�で，音とつづ�

りと意味をつなげてあげる�ことだ。単に文字の指�

導と言っても気をつけなけ�ればならないことは次�

のように多数ある。�

（1）�　�文字指導：�アルファベッ�ト�の大文字，小文字�

　①文字を見て発音できる�

　②文字を見て書き写す�

　③発音を聞いて文字を書�く�

　④�ア�ル�フ�ァ�ベ�ッ�ト�の�名�前�と�音�（�基�礎�的�な�フ�ォ�

ニックス）�

（2）�　�単�語指�導�：�英�単語�をい�つど�のよ�うに�読ま�せる�

のか，書かせるのか，テス�ト�するのか�

（3）�　�文�章指�導�：�英�文を�いつ�どの�よう�に読�ませ�るの�

か，書かせるのか，テス�ト�するのか�

　１年生の場合，�「どのような順序で」�，�「いつ�（時�

期）�どのように�（方法）�」�を間違えて�し�まうと理解が�

深まらないばかりか，混乱�させたり，英語嫌いを�

増や�し�たりすることになって�し�まう。�し�たがって，�

中学校の英語は，小学校と�は違い，単なるゲーム�

中心であるという考え方か�ら，覚える作業を伴う�

学習だという心構えをさせ�ていく必要がある。�

　そこで，ソフ�ト�ランディングのための�柱と�し�て，�

2．小学校外国語活�動を経験�し�てきた生徒の反応�

　外国語活動を体験�し�てきた新１年生は，基本�的�

に従来１学期の４月に行っ�てきたことのほとんど�

をクリア�し�ているので，メリッ�ト�は大きい。�

　�

◎メリッ�ト�

　・あいさつの表現を理解�し�ており，発話できる。�

　・数字，�曜日，�天気，�月を言える。�（以前と比較�

し�て知っている語彙の量が多�い）�

　・簡単な会話を知ってい�るので，�最初からQ&A

活動をすることができる。�

　・�ALTが�指�導�し�て�い�た�小�学�校�の�場�合�は�発�音�を�

ネイティブら�し�く発音させても抵抗なく発�音�

する。�

　・英語を使用する活動に�意欲的に参加できる。�

　・�英�語�の�指�示�を�理�解�で�き�る�こ�と�が�多�い。�（�特�に�

ALTがいた小学校）�

　・小学校でALTと接�し�てきた生徒たちは，�ALT

との接�し�方に慣れている。�

　・外国語活動を経験�し�てきたので，中学校の�英�

語授業に抵抗感が少ない。�

◎デメリッ�ト�

　・英語の授業に対する新�鮮味，期待感が少ない。�

　・中学校で授業を始める�前から英語嫌いがいる。�

　・ゲームなど楽�し�い活動を�し�てきたので，勉強�

と�し�ての授業には抵抗がある�。�

　・小学校時代に間違えて�覚えてきたことが，な�

かなか直らないことがある。�

　�

　私の担当�し�ている生徒たちは，全員が�初日から�

簡�単�な�自�己�紹�介�が�で�き�た�り，Do you like ～? － 

Yes, I do. / No, I don’t.の�や�り�と�り�も�可�能�だ�っ�た。�

し�か�し�，気をつけなければならな�いのは，複数の�

小学校から生徒が入学する�中学校だ。体験�し�てき�

ている�Hi, Friends!の内容はほぼ同様だが，�日本人�

教�師�や�ALTが�独�自�に�行�っ�て�い�る�指�導�内�容�に�つ�い�

ては違いがあるので，ある�知識をもっていたり，�

そうでなかったりする。そ�れらを知らない生徒た�
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入学直後から少なくとも１学�期の間はフォニック�

スの基礎的なことだけでもよ�いので取り組ませた�

い。�ALTの多くも小学校低学年でフォニックスを�

学び，Wednesdayの�つづりを覚えるときに�「�ウエ�

ド�ゥ・ネズ・デイ」というよ�うにフォニックスを�

使用�し�て文字とつなげているという�ことだった。�

このような単語を覚える方法�を教えることも生徒�

たちを中学校英語にソフ�ト�ランディングさせるこ�

とにつながる。�

　�

4．新�し�い�Sunshineの活か�し�方�

　今回の改訂版では，そのつ�なぎの部分をていね�

いに扱うように工夫�し�た。最初のLet’s Start 1「あ�

いさつ」�，Let’s Start 3「�自分のことを言ってみよ�

う」では，意図的に場面に対�する生徒の表現を空�

欄に�し�て，小学校で活動�し�たことを自由に言わせ�

るように�し�てある。も�し�かすると，小学校の学校�，�

学級による違いもあり，新た�な発見につながる。�

Let’s Start 4で�は，小�学�校�で�は�発�音�の�矯�正�は�し�な�

かったが，英語ら�し�い発音の単語を取り上�げて，�

聞いて日本語の発音との違い�を感�じ�とり，そ�し�て，�

英語ら�し�く発音する活動を通�し�て発音を大切にす�

ることを意識させたい。ここ�で開始される「発音�

チ�ャレ�ン�ジ」�「ア�ク�シ�ョ�ン�タ�イ�ム」は�発�音�の�改�善，�

音と意味をジェスチャーで定�着させるものだが，�

生徒たちに好評なのでぜひ取�り組んでいただきた�

い。�

　そ�し�て，音から入って文字につな�げるために，�

新た�に文�字の�学習�をProgram 1と�し�て扱�うよ�うに�

し�，効果的な指導を展開でき�るように�し�た。�

　�

5．おわりに�

　中学１年生は，脳を使って�ルールや理屈で学ぶ�

（有意味学習）�よりも身体で発音や意味をく�り返�し�

学ぶ�（反復学習）�ほうが得意だ。効果的な学�習方略�

を学び，�小学校でinputされたことを文字に�つなげ�

てソフ�ト�ランディングさせたいもの�である。�
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『英語学びノー�ト�DVD』�が作成されている。こ�の�

DVDには市内のALTが出演�し�，�児童がネイティブ�

の発音に慣れ親�し�み，視覚的・体験的に�英語に触�

れ，コミュニケーションの�素地を養いながら理解�

を深めるとの目的で制作さ�れ，市内の外国語活動�

で活用されている。�本校の学区域の2つの小学校�で�

も�本�校�に�勤�務�す�る�ALTが�自�作�の�デ�ジ�タ�ル�コ�ン�テ�

ンツと併用�し�ながら，指導�し�ている。この恵まれ�

た環境もあり，小・中共通�のデジタルコンテンツ�

を作成することと�し�た。外国語活動で慣れ親�し�ん�

だキャラクターや授業で活�用�し�たデジタルコンテ�

ンツを継続的に取り入れた�授業実践を行うことで，�

英語学習に対する苦手意識�の改革や不安の解消を�

図る一助となっている。こ�こでは実際に外国語活�

動で活用�し�ているデジタルコンテンツを�２つ紹介�

し�たい。�どちらもス�ピ�ーキングやQ&Aなどで活用�

でき，授業が盛り上がる小�道具的なデジタルコン�

テンツだが，非常に好評で�あり，生徒は意欲的に�

学習に取り組んでいる。�

（1）�　�ルー�レ�ッ�ト�

　パワーポイン�ト�で作成。グループワー�クなどの�

ポイン�ト�決定に活用�し�ている。生徒がスター�ト�と�

ス�ト�ップを決定�し�，止まったところのポ�イン�ト�を�

得る。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�パネルクイズ�

　パワーポイン�ト�で作成。�数の指導やQ&Aなどの�

グループワークなどに活用�し�ている。�生徒がQ&A

に正解できれば，シー�ト�の下に隠れたポイン�ト�を�

得ることができる。�
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1．は�じ�めに�

　平成24年度から中学校�においても新学習指導要�

領領に基づいた授業が実�施されている。小学校で�

は平成23年度から外国語�活動が必修化されており，�

「コミュニケーションへ�の素地」を身につけて中�

学校に入学�し�てきた生徒に対�し�て，外国語活動と�

の円滑な接続を図りなが�ら授業を行うことが重要�

な課題の１つであると考�えている。現実的に小学�

校外国語活動指導者との�連携を密にすることが，�

時間的な制約もあり困難�な状況にある中で，どの�

ようにすれば「中一ギャ�ップ」を生むことなく中�

学校の授業に慣ら�し�ていくことができるのか�。ま�

た，外国語学習において�すでに，英語に対する苦�

手�意�識�を�も�っ�て�し�ま�っ�た�生�徒�に�ど�の�よ�う�な�ア�プ�

ローチを�し�ていけば苦手意識が改善さ�れるのか。�

本稿�では，ICTを�活用�し�た�授業�とデ�ジ�タル�コン�テ�

ンツの開発を通�し�た小・中連携を紹介�し�たい。�

　�

2．なぜICTを活用するのか�

　外国語活動においては�，動画やスキッ�ト�実写版�

などのデジタル教材を通�し�て英語を学習�し�てきた�

生徒が多いことはさまざ�まな調査や検証結果から�

わかっている。このよう�な情報発信型の授業に慣�

れた生徒に対�し�，中学校入学と同時に�授業形態が�

一変�し�て�し�まえば，学習環境の変化に�より，英語�

に対する苦手意識をもつ�生徒が増える可能性があ�

る。また，すでに苦手意�識をもっている生徒は学�

習�意�欲�の�低�下�が�進�み，そ�の�結�果，�「英�語�嫌�い」に�

なって�し�まう危険性も高まって�し�まう。この現状�

に鑑みると，中学校にお�いても入門期の生徒に外�

国語�活動�で慣�れ親�し�ん�だICT機器�を活�用�し�た授�業�

を効果的に行い，英語に�苦手意識をもっている生�

徒も興味・関心を示�し�，意欲的に英語学習に�取り�

組むことができるデジタ�ルコンテンツの活用が課�

題解決の糸口になると考�える。�

　�

3．外国語活動を生�かすデジタルコンテ�ンツ�

　所沢市では外国語活動�の充実を図る市独自教材�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　紹介�し�た２つのデジタルコンテ�ンツは作成に１�

時間ほどかかるが，インタ�ーネッ�ト�上で簡単に制�

作方法を検索することがで�き，図解入りで解説�し�

てあるので，それほどス�ト�レ�スを感�じ�ることなく�

デジタルコンテンツを制作�することができる。�

　�

4．苦手意識を変える�デジタルコンテンツ�

　一見，デジタルコンテン�ツの作成には膨大な時�

間を費やすように感じられ�，懸念されがちだが，�

新出文法事項の導入ならば�30分程度でデジタルコ�

ンテンツを作成することが�可能である。また，一�

度作成�し�ておくことで，ア�レ�ンジや他教員との共�

有が可能になること，板書�の時間が大幅に短縮さ�

れ，個�に�応�じ�た�指�導�が�可�能�に�な�る�こ�と�な�ど�の�メ�

リッ�ト�が生まれる。デジタルコン�テンツは「苦手�

意識をもった生徒もわかる�」ことを念頭に，アニ�

メーション効果を活用�し�ながら，情報を小出�し�に�

し�，新出文法項目を導入す�るよう心がけて作成�し�

ている。入門期の生徒や苦�手意識をもった生徒は�

「ク�イ�ズ�番�組」の�よ�う�な�視�覚�に�刺�激�的�な�情�報�が�

入ってきたときに，意欲的�になることが多く，静�

止画像やアニメーション画�像は最新のものが望ま�

し�い。現�在�は�備�品�の�イ�ラ�ス�ト�集�（�CD）�と�イ�ン�タ�ー�

ネッ�ト�上に無料公開されているイ�ラス�ト�素材サイ�

ト�にメールで趣旨を説明�し�許可を得て，最新のイ�

ラス�ト�や静止画などを活用�し�ている。�

（1）�　�新出文法項目の�導入�

　パワーポイン�ト�のシー�ト�上に静止画像を掲示�し�，�

既習の文法事項を復習�し�ながら新出文法事項を�導�

入�し�ていく。�ICTを活�用することにより，�既習の文�

法事項を短時間で，�し�かも効果的に復習するこ�と�

ができ，生徒がスパイラル�に英語学習を進めるこ�

とができる。�
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〈新出文法項目�導入時のスライ�ド�の見せ方〉�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

（2）�　�パワーポイン�ト�での制作方法�

　①新�し�いシー�ト�にイラス�ト�を貼る�

　②図形から吹き出�し�を選び，シー�ト�に貼る�

　③ワー�ド�アー�ト�で文字を入力�

　④見せていく画像順にアニ�メーションを設定�

　⑤プ�レ�ビ�ューでシー�ト�を確認する�

　制作に時間がかかると思わ�れていたデジタルコ�

ンテンツも，複雑なコンピュ�ータ操作をせずに手�

軽に作成することができる。�また，自作のデジタ�

ルコンテンツで新出文法事項�を導入�し�たあとで，�

デジタル教科書の新出文法項�目の説明を活用�し�て�

いる。デジタル教科書の文法�項目の説明は生徒の�

視覚に訴え，思わず見入って�し�まうように作成さ�

れており，自作デジタルコン�テンツと併用するこ�

とで基礎・基本の定着を図る�ことができる。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

5．おわりに�

　年�末�に�行�っ�た�ア�ン�ケ�ー�ト�で�は�約�８�割�の�生�徒�が�

「楽�し�く勉強できた」�「最初は難�し�いと思ったけど�

絵を使って教えてくれたので�よかった」など，好�

意的な感想も多く，授業実践�の効果を実感するこ�

とができた。その一方で「授�業のときはわかるけ�

ど…」という反応をする生徒�も見られ，今後，学�

習指導要領との絡みの中で４�領域のバランスを考�

えてデジタルコンテンツを活�用�し�ていくことが必�

要不可欠であり，デジタルコ�ンテンツを活用する�

ことで生まれた授業時間をど�のように効果的に活�

用�し�ていくのかが課題である�。�

小・中連携を意識�し�たICTの活用�

埼玉県所沢市立狭山ヶ�丘中学校教諭　�   橋 伸行�

小学校を意識した入門期の指導�

未来
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きる
�
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�
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ルーレット�

パネルクイズ�

『サンシャインデジタル教科書』文法アニメ�

① Is this a basketball?�

  （ボールだけ掲示）�

② What is this?�

③ Is she a teacher?�

  （生徒だけ掲示）など�

�



いる�の�かを�知�るた�め�に，Can-Doリ�ス�ト�（�英検�５�級�

程度）�に回答させ，現状を把握する�ように�し�た。�

（4）� ていねいな発音指導�

　中学校の英語教員の重要�な役割は発音指導であ�

る。生徒は正確な発音を習�得することで，その後�

の英語学習に積極的に取り�組める。そこで，アル�

ファベッ�ト�の名前と音についての�指導に時間をか�

けた。チャンツでアルファ�ベッ�ト�を覚えさせたり，�

単語を覚えるときにジェス�チャーを多く取り入れ�

たりするなど，小学校の授�業の延長のような楽�し�

い雰囲気の中で英語を習得�し�ていく工夫も�し�た。�

同時に，�f, v, thの発音の徹底指導を始めた�。�JTEと�

ALTがチェックを�し�て，�全員合格するまで毎時�間�

続け，8時間目には全員が�合格できた。�

（5）� 辞書指導�

　文字に慣れてきたところ�で辞書指導を行った。�

早い段階から辞書で単語の�意味を調べられるよう�

に�し�ていった。今では，授業中は�もちろん，休み�

時間などにも楽�し�そうに辞書を引く姿が�見られる�

ようになった。自立�し�た学習者への第一歩であ�る。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

4．実践の成果�

　入門期指導の見直�し�で，効果的だったことを�整�

理�し�ておきたい。�

　第1に，�それぞれの生徒が外国語�活動でどの程度�

6 7

1．は�じ�めに�

　小学校で英語の指導が�始まったのは約20年前の�

こと。高知県でもいくつ�かの小学校で試験的な授�

業が行われていた。�「外国語活動」�と�し�て正式に小�

学校に導入される前から�，英語を学習�し�て中学校�

へ入学�し�てくる新入生の指導をどうす�ればよいの�

か，いろいろと論議はさ�れてきたが，実際のとこ�

ろ中学校の英語教員が小�学校での授業を見る機会�

も少なく，以前と変わら�ない授業を�し�ている教員�

が大半であった。�

　�

2．研究会スター�ト�

　2009年秋，中・高の英�語教員に呼びかけを�し�て，�

研�究�プ�ロ�ジ�ェ�ク�ト�（�通�称「幹�＆�Apple」�）�を�始�め�た。�

中・高・大の教員が月に�１度集まって，授業改善�

について研究�し�ている。重要な活動の�１つがオン�

ラ�イ�ン�ブ�ッ�ク�ク�ラ�ブ�で�あ�る。�Sunshine English 

Courseの著者である，�北原延晃先生の�『英語授業の�

「幹」を作る本』を各自�で読み，毎週メールで�レ�

ポー�ト�を出�し�合っている。また，月１�回の例会で�

も，お互いの実践を報告�し�たり，オンラインブッ�

ククラブでの議論をもと�に意見交換を重ねたり�し�

てきた。�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　�

　その中で，メンバーが�強く関心をもったのが，�

同書にある「入門期の８�時間」であった。小学校�

外国語活動が始まったの�に，今までどおりの授業�

でよいのだろうかという�問題意識が共有され，教�

科と�し�ての英語をどのように指�導�し�ていくのか，�

根本的な授業改革が必要だ�と考えた。英語を書く�

ことを経験�し�ていなくても，アルファベ�ッ�ト�の読�

み方や，たくさんの表現を�知っている１年生は，�

中学校の英語の授業に期待�をもっている。それと�

は逆に，外国語活動が苦手�で中学校の英語学習に�

不安を感�じ�ている生徒もいる。英語を教�えるプロ�

である英語教員が，不安を�解消�し�，期待に応えら�

れるような授業を仕組んで�いかなければいけない�

のは当然である。�

　そこで，�北原先生の著書をもとに，�「入門期の８�

時間」を，１年生を担当�し�ているメンバー数人が，�

それぞれ実際に行うことに�し�た。�

　�

3．入門期指導のポ�イン�ト�

（1）� 中学校英語とのエン�カウンター�

　あいさつや，クラスルー�ム・イングリッシュ，�

クイズなどを通じて小学校�で学習�し�た表現などを�

使わせ，学習�し�たことが生かされること�を実感さ�

せた。�またJTEとALTが，�一人ひとりの生徒と握�

手を�し�ながら，簡単な英語の質問�に答えさせた。�

小学校で学習�し�た�

表現が通�じ�ること�

を実感させること�

で，中学校での英�

語学習に自信をも�

たせるように�し�た。�

　�

（2）� 中学校英語へのガイ�ダンス�

　外国語活動からのスムー�ズな移行を図るため，�

英語授業のルールを説明�し�た。ペア活動，提出物�

の期限を守ることなど，中�学生と�し�ての意識をも�

たせるためである。ペア活�動は，英語の授業では�

必須の活動であるので，や�り方などをていねいに�

指導�し�た。�

（3）� Can-Doリス�ト�の実施�

　外国語活動でどの程度の�英語ができると感じて�
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の英語を習得�し�てきているかがわかり，そ�の後の�

指�導�に�見�通�し�が�つ�い�た。Can-Doリ�ス�ト�は，４�月，�

9月，�12月，�３月と年間４回実施�し�たため，�生徒の�

英語力の伸びを知ることもで�きた。教師は，生徒�

が「できない」と思っている�ことを意識�し�て指導�

することができるので，実施�することをお薦め�し�

たい。�

　第２に，ていねいな発音指�導が生徒の意欲と自�

信を生んだことである。従来�に比べてかなり意識�

的に指導を行い，その後の授�業でも発音を大切に�

し�た結果，意識�し�て英語ら�し�い発音をする生徒が�

多くなった。また，アルファ�ベッ�ト�の�「名前読み」�

と「音読み」を入門期にてい�ねいに指導�し�たこと�

で，その後の授業の中で，つ�づりを見れば発音が�

推測できるようになった。特�に，小学校のローマ�

字学習でつまずいていた生徒�にとっては，不安を�

取り除くために時間をかけて�指導することが大切�

である。この授業以降も，フ�ォニックスなどを活�

用�し�て発音指導を行い，生徒�は読むことについて�

の自信をもち，意欲的に音読�に取り組んでいる。�

　第３に，中学校英語への期�待をもたせることに�

成功�し�たことである。英語の歌も入�門期から取り�

入れたが，その時期に学習�し�ている内容にふさわ�

し�い歌を歌わせることで，よ�り英語学習への意欲�

がもてるようになる。休み時�間に廊下で英語の歌�

を楽�し�そうに歌っている姿を見かけ�ると，教師も，�

次の歌は何に�し�ようかと楽�し�みになってくる。�

　�

5．おわりに�

　上記のように，入門期に８�時間という長い時間�

を�か�け�指�導�を�し�て�き�た�成�果�は�表�れ�て�い�る。�し�か�

し�，� Can-Doリス�ト�の経過を見ていると，�英語学習�

に自信がもてない生徒も出て�き始めている。つま�

り，その後の指導こそが英語�嫌いをつくらないた�

めに重要である。３年間のゴ�ールを見据え，意図�

的かつ計画的に日々の授業づ�くりを進めていくこ�

とにより，入門期指導が生き�てくると言えるので�

はないだろうか。�

意欲�と�自信をもたせる入門期の指導�

参考文献�
北原延晃�（�2010）�『英語授業の�「幹」�を作る本』�（上・下巻）�
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とがない方は，ぜひともご�覧ください。できま�し�
たら，�竹内�（萬谷ほか2011:82）�のように，�外国語活�
動で使っている言語材料・�指導方法を中学校入門�
期で，少�し�バージョンアップ�し�て使うのも有効な�
手段です。もう一つ，入学�し�てきた生徒たちに何�
ができるのかを確認するこ�とも，これからの中学�
校英語では，重要な点です�。これは，小学校外国�
語活動ですでに身につけて�きたことを中学校でく�
り返�し�て�し�まったり，あるいは過度な要�求を�し�た�
り�し�ないように，１年生新学期に�おいて，ぜひ必�
要なことです。�
●インプッ�ト�の質と量を増やす�
　小学校の先生たちは外国�語活動において，英語�
を果敢に使おうとする「コ�ミュニケーションのモ�
デル」と�し�ての役割が期待されています�。一方，�
中学校の先生たちは，もち�ろんコミュニケーショ�
ンのモデルは当然のことと�し�て，やはり「英語の�
モデル」と�し�ての役割を果たすべきです�。授業で�
積極的に英語を使い，学習�の糧となるインプッ�ト�
をたくさん聞かせられるよ�う，高い英語運用力が�
求められます。それに加え�て，ターゲッ�ト�となる�
文型や既習の英語をさりげ�なく織り込みながらイ�
ンプッ�ト�の「質」を調整する力も�必要です。�
●アウ�ト�プッ�ト�の質を高める�
　中学校では従来以上に，�アウ�ト�プッ�ト�の「質」�
にこだわってほ�し�いと思います。つまり�，これは，�
単純にたくさん話せばよい�，書けばよいというこ�
とではなく，生徒自身，自�分にとって意味のある�
アウ�ト�プッ�ト�を行う機会を増や�し�てほ�し�いという�
ことです。中学校のコミュ�ニケーション活動は，�
形だけの「おざなりコミュ�ニケーション」になり�
がちです。生徒が「はいは�い，伝えればいいんで�
し�ょ」といった雰囲気では�，文型練習の域を出ま�
せん。そうではなく，情意�タスクとも言われます�
が，生�徒�が�自�然�に「え�っ，そ�れ�っ�て�本�当�？」�「あ，�
そうなんだ」ということば�が口からもれるような�
情報のやりとりを伴うのが�，本来のコミュニケー�
ション活動の姿です。�
　実は，こう�し�たコミュニケーション活�動の目的�
感や，やりとりされる情報�の質にこだわる点は，�
小学校外国語活動の趣旨に�もとづいて，多くの小�

　いろいろな地域の小・�中連携の取り組みを見て�
みますと，新�し�いタイプの中学校の英�語の先生が�
出てきていることに気づ�きます。それは，近隣の�
小学校で外国語活動に取�り組む小学校の先生たち�
と積極的に関わり合おう�とする中学校の英語の先�
生たちです。巡回指導員�や連携コーディネーター�
など，行政的な役割を帯�びて活動するケース，地�
域の学校同士のつながり�から協働するケース，個�
人と�し�て小学校の先生と関わろ�うとするケースな�
ど，さまざまですが，そ�う�し�た新�し�いタイプの中�
学校の英語の先生に共通�し�たイメージがあるよう�
に思われます。まず，上�から目線でないこと。つ�
まり小学校の先生たちと�，�「同僚」�と�し�てつきあう�
先生たちのイメージがあ�ります。英語の専門性を�
押�し�つけずに，支援の糧と�し�て手をさ�し�のべよう�
とする方々です。次に，�小学校の外国語教育や小�
学校の先生から，中学校�にはないよさを感じとる�
ことができる先生という�イメージがあります。そ�
う�し�た中学校の先生は，小学校�の先生や外国語活�
動の授業などを見て，中�学校の英語授業に足りな�
いところ，逆に中学校英�語でこそ教えるべきこと�
を感�じ�とり，柔軟に自らを変え�ておられる印象が�
あります。�
　自分の中学校内のこと�だけでもとても忙�し�いの�
に，そう�し�て小学校の先生たちとつな�がろうと努�
力される先生方の姿には�，これからの英語教育に�
新�し�い風を吹き込む，新たな中�学校の英語教師像�
を感�じ�ます。�
　�
　さて，小学校での外国�語活動が広がってゆくに�
つれ，これからの重要課�題となる小・中連携に取�
り組むにあたって，いく�つかのポイン�ト�を示�し�た�
いと思います。�
●橋渡�し�指導を工夫する�
　中学校英語は，小学校�外国語活動から劇的な変�
化となって�し�まわないように，中1の1学期が「接�
続期」であるという意識�をもって指導�し�たいもの�
です。そこで決定的に必�要なのは，中学校英語教�
師が小学校外国語活動で�生徒たちが何を学んでき�
た�か�を�知�る�こ�と�で�す。ま�だ�一�度�も，教�材�（�Hi, 
friends!の�テ�キ�ス�ト�と�デ�ジ�タ�ル�版�）�や�授�業�を�見�た�こ�

●会話を広げる力�
　小�学�校�外�国�語�活�動�で�の�会�話�活�動�で�は，Do you 
like cats? － Yes, I do. － Oh, me too.など，話者�
がたずねて，相手が答え，話�者が反応するという，�
一往復半程度の会話まで�し�か扱うことができませ�
ん。�し�か�し�中学校では，会話をさら�に広げ，深め�
る力の涵養を目指すべきです�。その意味で，相手�
への「質問力」を磨くことや�，相手への答えにプ�
ラス・アルファの情報を付け�加えることなどは重�
要な練習です。ここでも，単�に会話の技術に偏る�
ことなく，�上述のように，�「内容的な興味に背中を�
押されて会話を深めたくなる�」という要素を意図�
的に活動に取り込んでほ�し�いと思います。また，�
棚�原�（�萬�谷�ほ�か�2011:111 ）�や�小�崎�（�萬�谷�ほ�か�
2011:116）�などのように，�習った表現を使って談話�
や場面を創造するスキッ�ト�づくりも有益な取り組�
みです。なお，こう�し�た会話を広げる力は，書く�
力での談話構成力にもつなが�っていく要素をもっ�
ています。�
●自律的学習習慣をつ�ける�
　小学校外国語活動での外国�語「体験」と異なり，�
中�学�校�英�語�は，�「学�習」に�移�行�す�る�と�い�う�こ�と�で�
す。山本�（2012）�が指摘するように，小・中�連携は，�
ギャップを緩和するという大�きなメリッ�ト�がある�
一方で，逆に小・中の「境」�がなくなって�し�まう�
と，緊張感が下がり，家庭学�習など地道な学習の�
習慣が弱くなるなど，逆に好�ま�し�くない傾向もも�
たら�し�ます。やはり，生徒たちには�，中学生ら�し�
い，ぴりりと�し�た緊張感が必要です。中学�校に入�
学�し�た�ら，�「努�力し�て�学�ぶ」と�い�う�学�習�モ�ー�ド�に�
徐々に慣れていく必要があり�ます。努力を積んだ�
先に，言える・わかる・書け�るという有能感を感�
じ�る経験を積み重ねて，自律�的な学習習慣を育て�
る必要があります。�
　おわりに，新�し�い時代の変化に対応�し�て，これ�
からの中学校英語教師には，�小学校外国語活動の�
趣旨や内容を理解�し�，中学校英語の役割を�とらえ�
直す，�「やわらかい専門性」�が求められています。�
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学校の先生が取り組んでい�ることなのです。自分�
にとって意味のあることを�伝えられるという実感�
がないと，子どもたちは，�本当の意味でことばを�
使おうと�し�ないからです。中学校�では，もちろん�
英語の定着という使命を意�識�し�つつも，そう�し�た，�
ことばを覚えるということ�を超えて，わくわく感�
のあるコミュケーションを�大切にする授業のあり�
方を，ぜひ中学校の先生に�小学校から学んでいた�
だきたいと思います�（萬谷ほか2011:28）�。�なお，�こ�
うし�た�本�来�の�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�の�要�素�は，ス�
ピ�ーキングだけでなく，ラ�イティングでも意識す�
べきことです。�
●正確さへの意識を�徐々に高める�
　小学校外国語活動を経験�し�た生徒たちは，積極�
的にコミュニケーション活�動に取り組んだり，音�
だけでやりとり�し�たりすることに慣れて�きている�
という反面，�「通�じ�ればよい」�と考える傾向が感じ�
ら�れ�る�場�合�も�あ�り�ま�す�（�萬�谷�・�志�村�・�中�村�・�宮�下�
2013）�。�通�じ�ればよいという態度は，�コミュニケー�
ションではとても大切なの�ですが，中学校では生�
徒たちにそこから一つ上の�段階に進んでほ�し�いも�
のです。ただ，正�し�く言おう，書こうというか�け�
声だけではなく，なぜ正確�さが必要なのか，その�
意味を意識できる指導が必�要です。正確さを高め�
ることは，より大人のきち�んと�し�た英語が使える�
よ�う�に�な�る�こ�と，ま�た�樋�田�（�萬�谷�ほ�か�2011:130）�が�
指摘するように，今まで言�えなかったことが言え�
るようになるという表現の�幅が広がりを感�じ�させ�
る指導が必要です。�
●音声から文字へ，�かたまりから分析へ�
　小�学�生�は�英�語�を�ど�の�よ�う�に�と�ら�え�て�い�る�の�で�
し�ょ�うか。た�と�えば，What color do you like?は，�
５つの単語から成っていま�すが，小学生はそうと�
らえていない子が多いよう�です。�つまり，�「ワッカ�
ラ／デュー／ライク」�などのように，�「かたまり」�
と�し�て覚えていると思われます。�「そんないい加減�
な」と思われるかも�し�れませんが，小学校でこ�の�
ような音のイメージを身に�つけてくるということ�
は，大きな利点ととらえる�べきです。中学校では，�
そう�し�た音声の「かたまり」を，�まずは文字でど�
のような単語に分解される�のかを認識させ，さら�
に�文�法�で�文�の�仕�組�み�を�意�識�さ�せ�る�指�導�が�重�要�に�
なってきます。場面と表現�をまるごと覚えるとい�
う小学校の特長を引き継ぎ�，次のステージに生徒�
たちを引き上げることがこ�れからの中学校の英語�
教師の大切な役割です。�
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　１年生は，自分が興味の�ある国や地域について�

調べ，海外の人に英語で発�表�し�ま�し�た。英語を学�

ぶだけではなく，さまざま�な国や地域について知�

ることで，自分たちが住む�厚真町との違いを知り，�

改めて厚真町のよさに気づ�かせることもねらいと�

し�ています。英語で伝え合�うことを経験�し�，ただ�

話すのではなく，身振り手�振りや，目に見えるも�

のを提示することで伝わり�やすくなるなど，どう�

すればより相手に伝わるの�か，ということに多く�

の気づきがありま�し�た。�

　２，３年生は，厚真を海�外の人に知ってもらう�

ための活動と位置付け，�厚真の�「産業」�「観光」�「イ�

ベン�ト�」�「歴史」�「スポーツ」�「教育」�「食」など，�

さまざまなカテゴリーごと�に詳�し�く調べて英文を�

作成�し�ま�し�た。そ�し�て，海外の人を招いて本校�体�

育館に仮想外国空間FVS（Foreign Virtual Space）�

を作り出�し�ま�し�た。その空間の中で生徒�たちは，�

さまざまな国の人たちに，�厚真について英語で伝�

える活動を行いま�し�た。発表当日，生徒たちは�，�

いろいろな人を相手に何回�も英語を使って説明を�

し�ていま�し�た。来ていただいた海�外の方々に厚真�

のよさをア�ピ�ール�し�，また，相手の方にも出身�国�

について話�し�てもらいながら，外国のこ�とを知る�

貴重な機会にもなりま�し�た。この活動を通�し�て，�

改めて自分たちが暮らす厚�真町のよさを再認識�し�

たり，知らなかったことを�知ることができたりと，�

英語を学ぶ以外にもプラス�になることが多い活動�

になりま�し�た。何より生徒たちは�，準備の段階か�

ら，これほど多く英語を使�う機会がこれまでにな�

く，最初は大変に感じた生�徒もいま�し�たが，最終�

的には全員が「英語で発信�・受信する楽�し�さ」を�

実感できていま�し�た。�

（2）� 2，3年生�
　２，３年生は，平成23年�度に引き続き英語劇を�

行いま�し�た。２年生は�『桃太郎』�，３年生は�『白雪�

姫』と『�ピ�ーターパン』を演じま�し�た。２年生は，�

セリフに合わせた表現方法�の工夫に特に力を入れ�

ま�し�た。声の変化や身振り手振り�，表情の変化な�

ど，�身体全体をうまく使い，�「見ている人に伝わる�

こと」を意識�し�て演�じ�ることができま�し�た。３年�

生は，�台本の1部に空白の部分�を設け，�自分たちで�

ス�ト�ー�リ�ー�を�組�み�立�て，台�本�を�完�成�す�る�と�い�う�

チ�ャ�レ�ン�ジ�を�さ�せ�まし�た。オ�リ�ジ�ナ�ル�の�ス�ト�ー�

リーとは異なるものができ�あがったところもあり�

を展開�し�ま�し�た。生徒たちは，その例文�をもとに�

し�て自分たちでオリジナル�のスキッ�ト�を作成�し�て，�

実際に演�じ�ま�し�た。電話で話�し�たい相手が，すぐ�

に出られないシチュエーシ�ョンを設定�し�，�し�っか�

りと電話の相手に英語で説�明する場面，ファース�

ト�フー�ド�で買い物を�し�たら，店員さんが「今な�ら�

一緒にポテ�ト�を買うとお得です」といっ�た接客を�

する場面など，それぞれ実�際に起こりうる状況を�

想定�し�，工夫�し�て活動�し�ていま�し�た。�

　また，�「自己紹介」�では，各自が自分のことと�身�

の回りのことについて15文�程度の英文でスピーチ�

を作成�し�，それを暗記�し�て発表�し�ま�し�た。その際，�

必ずス�ピ�ーチの内容に質問を含め�ることと�し�，発�

表のときに聞いている人に�質問を投げかけ，一方�

通行ではないコミュニケー�ションをとりながら，�

会話する形式でスピーチを�行いま�し�た。また，ス�

ピ�ーチの内容に関わるもの�を見せ，聞いている人�

により伝わりやすくなるよ�うな工夫も考えさせま�

し�た。普段の授業では十分�に英語を使う機会がな�

いなか，全員がたくさんの�英語に触れる時間を多�

く設けることができま�し�た。生徒たちは積極的�に�

英語を使い，英語で伝える�力を伸ばすことができ�

たと感�じ�ま�し�た。�

（2）�　�2，3年生�
　２，３年生では，�「英語劇」�にチャ�レ�ンジを�し�ま�

し�た。平成23年度は『桃太�郎』を英語で演じま�し�

た。�台本は，�ALTの先生方の協力を得て２～３年�

生で習得する学習内容を用�いて作成�し�ま�し�た。英�

語が苦手な生徒でも，非常�に生き生きと活躍する�

姿が印象的で�し�た。活動が終わると「英�語が少�し�

好きになった」と言ってく�れた生徒がいたことは，�

たいへん嬉�し�いことで�し�た。�

　�

3．平成24年度�
（1）�　�全学年�
　平成24年度は，平成23年�度の取り組みを生か�し�，�

APR（Atsuma PR Project）�という新たな活動を全�

学年で展開�し�ま�し�た。�

1．は�じ�めに�
　平成23年度から，小学�校において外国語活動が�

必修化されま�し�た。本町の小学生は，�外国語活動�

を通�し�て，英語や海外の文化に�触れ，生き生きと�

活動�し�ています。�

　厚�真�町�は�人�口�約�4,800人�の�と�て�も�小�さ�な�町�で�す。�

町内には，小・中学校が�各２校あります。本町は，�

英語教育推進委員会を設�置�し�，町全体で英語教育�

に取り組んでいます。平�成24年度から２校の小学�

校では，１年生から４年�生まで文科省の教育課程�

特例校に認定されたこと�を受け，全学年で外国語�

活動を行っています。本�町では，毎月各学校の外�

国語活動や英語の授業を�参観�し�合い，小・中の接�

続をどうすべきかを推進�委員会の中で検討，模索�

し�ています。�また，�２名のALTの先生が町に駐在�

し�ており，その恵まれた環境を�最大限に生かす方�

法についても意見交換�し�ています。生徒にとって，�

生の英語に触れる機会は�たいへん貴重なものです。�

英語を学ぶうえで大切な�必然性を生み出すうえで�

も，ALTの先生方の力は大きいと感じます�。�

　本町では，�「厚真町の夢のある英語教�育」�を目指�

し�ています。小学校で培った力�を�し�っかりと生か�

し�，さらに伸ば�し�ていくために，平成23年度�より�

２校の中学校では，コミ�ュニケーション活動を中�

心とする共通カリキュラ�ムを作成�し�て，その活動�

の工夫を図ってきま�し�た。そ�し�て，英語で発信の�

できる生徒の育成を目指�し�，各学年の発達段階に�

合わせて，さまざまな英�語の活動を取り入れてき�

ま�し�た。それらの活動について�ご紹介�し�たいと思�

います。�

　�

2．平成23年度�
（1）�　�1年生�
　平成23年度は，1年生�で2つの「特設スキッ�ト�」�

と「自己紹介」の発表を�行いま�し�た。スキッ�ト�は�

「電話」と「買い物」の�２場面を設定�し�ま�し�た。�

教科書の題材とは別に，�ALTの先生と協力�し�て実�

践的な会話例を作成�し�，自作の教材をもとに�活動�

ま�し�たが，自然と話が流れる�ように生徒同士が協�

力�し�合いながら英語で台本を�作りあげ，見ている�

人も楽�し�める個性豊かな素晴ら�し�い英語劇に仕上�

がりま�し�た。�「来年もまた取り組みた�い」�「ずっと�

続けてほ�し�い」などの声が多く，ま�た「英語で表�

現する力が高まった」と感じ�る生徒が多数いま�し�

た。また，参観�し�た1年生からは，�「�（セリフの）�英�

語が難�し�かったが，ジェスチャーや�表情などで何�

を言おうと�し�ているのかが伝わった」など�の声が�

多く聞かれま�し�た。�

（3）� その他�
　２年生の取り組みと�し�て，厚真町と本町の特産�

品であるハスカップを，�海外の方々に英語でPRす�

る活動を札幌駅構内で行いま�し�た。駅構内にいた�

海外の方々に声をかけ，立ち�止まっていただき，�

厚真町についての説明を聞い�てもらいま�し�た。断�

ら�れ�る�こ�と�も�あ�る�な�か，積�極�的�に�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�

ションを図っている姿を非常�に頼も�し�く思いま�し�

た。�

（4）� まとめ�
　本校では，英語の授業は英�語教室で行っていま�

す。教室には，壁いっぱいに�掲示物を貼っていま�

す。英語に囲まれて英語を学�習する環境を作り，�

普通教室とは違った雰囲気に�することで，自然と�

英語を学習する気持ちに切り�替われるよう工夫�し�

ています。掲示物の中には，�文法の説明を簡潔に�

まとめたものがあります。生�徒たちは，いつでも�

掲示物を手掛かりに文法の確�認をすることができ�

るようになっています。この�英語教室という環境�

が，少�し�でも，１人でも多くの生徒�の役に立って�

いたら嬉�し�く思います。今後も，こ�の英語教室を�

より一層充実させながら活用�を図っていきたいと�

思います。�

　�

4．おわりに�
　最後に，普段の英語の授業�で学んでいることを�

生かせる機会を意図的に設け�ることは，学習者の�

学習効果や学習意欲を高める�ことができると強く�

実感�し�ま�し�た。そ�し�て，これからも多方面�で英語�

を活用できる生徒の育成，�「厚真町の夢のある英語�

教育」を目指�し�，日々工夫�し�た英語教育を展開�し�

ていきたいと考えています。�
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1．は�じ�めに�
　今年度から英語の授業�が週４時間となったこと�

に�加�え，私�が�勤�務�す�る�地�区�で�新�た�に�Sunshine 
English Courseが採択された。�今年度の受け持ち学�

年は1，�３年生。�特に３年生では昨年度�までの教科�

書から�Sunshineに変�わっ�たこ�とで学�習内�容を�取り�

こぼさないことや生徒た�ちが抵抗なく教科書を取�

り扱えるよう配慮�し�てきた。地区内の研修会�では�

Sunshineのよさ�や活�用法�につ�いて学�ぶ機�会が�あり，�

実践に生かそうと�し�た。�し�か�し�現実は，単元終了�

時にたくさんの課題や反�省を残�し�ながら８か月が�

過ぎた。�

　�

2．�　�楽�し�さ�を�実�感�～�Program ８� Clean Energy Sources
　このプログラムの文法�事項は目的格関係代名詞�

の用法と後置修飾の文構�造である。新出語句には�

fossil fuel, solar heat, turbineなど発電に関わる用�

語が20以上あった。化石�燃料とは…。太陽光発電�

と太陽熱発電の�し�くみとの違いは…。はじめ�はそ�

んな基本的なことでさえ�難�し�く感�じ�た。�し�か�し�，�

教材研究を進めるうちに�私の中で次々と新たな疑�

問がわいてきた。この辺�の発電はどうなっている�

のか？　波力発電や地熱�発電の�し�くみは？　原子�

力�発�電�の�今�後�は�…�？　気�が�つ�く�と�私�は�町�や�県�の�

ホームページから電力会�社や環境省のホームペー�

ジまで辿り，このテーマ�にすっかりはまっていた。�

そ�し�てセクション３の「自分た�ちが住んでいる地�

域に適する発電方法は何�だと思うかを説明する文�

を書く」活動で生徒たち�の意見を交流させたいと�

考えた。授業は次の４点�に留意�し�て展開�し�た。�

　私たちの生活に欠かせな�い電気・電力の供給方�

法の違いや�し�くみについて大方の生徒が�関心を示�

し�た。特にセクション２あ�たりからは，授業後に�

改めて説明を求めにくる生�徒や，理科の電力の授�

業に関連づけて話をする生�徒が出てきた。学習プ�

リン�ト�への取り組みもよく，リー�ディングを通�し�

て理解が深まっているのが�わかった。�

　英作文では，火力と原子�力以外の発電方法それ�

ぞれに意見が分かれた。例�文に似た英文が半数を�

占�め�た�が，Program 2の�Volcanoes in Japanや�

Program 3のThe 5 Rs to Save the Earthの学習�内�

容が反映された英文もあっ�た。�また，�「マグネシウ�

ム合金発電」という新たな�発電方法を提案する生�

徒もおり，交流の場面では�互いに影響されて最終�

的な考えが変わったという�生徒もいた。�

1．内容・必然性・学�び合い�

　授業でのコミュニケーシ�ョン活動を成功させる�

鍵は，環境づくりだと思う�。テス�ト�や将来のため�

という目標では，中学１年�生のモチベーションを�

高�め�る�こ�と�は�難�し�い。生�き�生�き�と�し�た�コ�ミ�ュ�ニ�

ケーション活動を行うには�，伝えたい内容，英語�

を使用する必然性，仲間と�の学び合いが必要だと�

思�う。新�し�い�Sunshine English Course に�は�My 

Projectとし�て�年�間�３�回�の�プ�ロ�ジ�ェ�ク�ト�ワ�ー�ク�が�

組み込まれている。３～４�か月ごとに目標が設定�

されているため，生徒はど�こに向かって学習すれ�

ばよいのかわかりやすい。私はMy Projectを一つ�

の目標と�し�て授業を進めている。�

　�

2．場面設定�

　My Project １については，�この課題に取り組む�

時期までに，�生徒たちはHRや他教科で互�いの自己�

紹介を何度か聞いている。�そこで，�「実はこんな特�

技�持�っ�て�い�ま�す」と�い�っ�た�新�し�い�情�報�に�ジ�ェ�ス�

チャーを交えて紹介するこ�とに�し�ている。また，�

本番のス�ピ�ーチはALTと１対１で，�ス�ピ�ーチのあ�

とにMy Project ３の�中か�ら簡単�なQ&Aを行う。�

その間，ほかの生徒は順番�でプロンプターやタイ�

ムキーパーとなり，それ以�外の生徒はリスナーと�

し�てコメン�ト�を書き，ス�ピ�ーチの最後に英語で一�

言コメン�ト�をするように�し�ている。�

　My Project ３については，�１年生の夏頃から毎�

回の�Warm-Upで�Q&Aを取�り�入�れ，さ�まざ�ま�な�バ�

リエーションで行っている�。クリス・クロスゲー�

ム�で�ALTに�質�問し�た�り，三�人�称�の�練�習�で�ALTの�

持ってきた家族写真につい�て質問�し�たり，生徒同�

士，グループ内で質問�し�たり�し�ている。目標は１�

年生の終わりまでに初対面�の人とでも積極的に英�

語でコミュニケーションが�図れるようにすること�

である。�年度末にゲス�ト�ティーチャーによるQ&A

を実施�し�，アイコンタク�ト�・発音・積極性につい�

ての評価を�し�てもらった。�

　My Project ６を扱う際は，�生徒たちの考えが深�

まるテーマを選ぶことが重要�だと思う。昨年度受�

け持った３年生では，震災復�興のために自分たち�

にできることは何かについて�ディベー�ト�を行った。�

中学３年生の精神的な成熟度�や知的好奇心から考�

えると，単に文法や語彙を積�み上げて学習�し�てい�

くだけではなく，伝えたい内�容さえあれば，英語�

の得意不得意にかかわらず，�どの生徒も教師の予�

想以上に英語力を高めること�ができるのだと確信�

することができた。�

　�

3．学び合いを取り入れ�る�

　生徒たちは教師から学ぶこ�と以上に，生徒同士�

で多くのことを学んでいる。�そこで，ス�ピ�ーチテ�

ス�ト�やインタ�ビ�ューテス�ト�では，過去に同じ内容�

を�扱�っ�た�卒�業�生�の�VTRを�見�せ�る�よ�う�にし�て�い�る。�

そうすることで，自分の目指�す姿をイメージ�し�や�

すくなるからである。また，進行中のMy Project

の取り組みの様子を撮影�し�，�「ほかの人のよいとこ�

ろはどんどん参考に�し�よう」とほかのクラスで紹�

介することで，クラスを超え�た相乗効果が期待で�

きる。�ほかにも，�テス�ト�の際，�は�じ�めは表現力�（ジェ�

スチャーやイン�ト�ネーション）�を観点に�し�，�学習が�

進むごとに説得力のある内容�かどうかを観点にす�

るなど，評価のポイン�ト�を決めてコンクール形式�

で行う。すると，その課題で�は何が求められ，ど�

こ�ま�で�そ�の�力�を�高�め�れ�ば�よ�い�の�か，生�徒�自�身�が�

はっきりと理解するようにな�る。�「今の発表はここ�

がで�き�て�い�な�か�っ�た�か�ら�Bか�な」�，�「全�部�ク�リ�ア�し�

てい�たか�らA」な�ど�生徒�自身�から�聞く�よう�にな�っ�

てくる。このように，生徒か�らのアウ�ト�プッ�ト�を�

ほかの生徒のインプッ�ト�の材料にするよう工夫を�

し�ている。�

　授業を通�し�て仲間と関わり合い，認め合�う関係�

が生まれることで，自己肯定�感が高まり，お互い�

に安心�し�て学習することができる。�授業を通�じ�て，�

そのような関係をつくってい�きたい。�

My Projectの活�用法�
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山形県飯豊町立飯豊中学�校教諭　�長谷部 明子�

（�1）�　�従�来�型�発�電�と�新�エ�ネ�ル�ギ�ー�発�電�を�対�比�し�な�が�

ら進める。�【背景知識�（schema）�のインプッ�ト�】�

（�2）�　�新�出�語�句�や�内�容�の�理�解�に�視�覚�教�材�を�活�用�す�る。�

【背景知識の�活性化】�

（3）�　�内容理解を深め�る学習プリン�ト�の工夫。�

（4）�　�考えを深める補�助資料の工夫。�

　�【思考を支える�背景知識のインプ�ッ�ト�および題材�

内容と自分と�の関連性の提示�】�

I think ～ power is the best becauseに続けて�

solar power We have sunlight every day.  In 

winter, we can get sunlight from reflection light.

water power Japan is gifted with water and it is 

recycling energy.  But we must keep the forest.

wind power It blows from west every day.  It 

doesn’t produce CO2 and wind power station 

can make a lot of electricity all year around.

〈作文例〉�

3．おわりに�
　Program　�8を終えての�反省点と�し�て，先の留意�

点�の�（�1）�や�（�2）�の�場�面�で�の�オ�ー�ラ�ル�・�イ�ン�ト�ロ�ダ�ク�

ションによるインタラクシ�ョンをもっと活発にで�

きたことや，�生徒たちに調べ学習や�（4）�の資料作り�

をさせると英作文の力や交�流をより高めることが�

できたと感�じ�る。いずれにせよ，授業の�ための教�

材研�究が�いか�に大�切か，そ�し�て�Sunshineを読�んで�

い�く�楽�し�さ�を�3年�生�最�後�の�プ�ロ�グ�ラ�ム�で�実�感�す�る�

ことができた。今後は「英�語を通�し�て題材のよさ�

がより実感できる」�「題材を通�し�て英語が学べる」�

授業を目指�し�，研鑽を積んでいきたいと�思う。�

神奈川県横須賀市立大楠中学�校教諭　�楯木 佑子�

Challenging the New Sunshine

Teacher's Forum Teacher's Forum



1. ステキな出会い�

　授業開始前の休み時間�の会話である。生徒は休�

み�時�間�の�間�に�２�人�１�組�で�ア�ク�シ�ョ�ン�カ�ー�ド�（�以�下�

　�AC　�）�を�机�上�に�並�べ，ど�こ�に�ど�の�カ�ー�ド�が�あ�る�か，�

確�認�す�る。チ�ャ�イ�ム�が�鳴�り，あ�い�さ�つ�や�簡�単�な�

Q&Aのあと，�“Are you ready?”�“Yes, I’m ready.”�

で「決戦」がスター�ト�する。�

　今年度より新学習指導�要領が施行され，金沢市�

で�は�新�し�く�Sunshine English Course（�以�下�

Sunshine）�が採択された。�そ�し�て，�新�し�い教科書と�

の出会いがたくさんの人�との出会いを連れてきて�

くれた。私にとっても１�年生の生徒にとっても，�

ステキな３年間の始まり�である。�

　�

2. 小・中連携の大切�さ�

　「今日，この時間でど�んなことができるように�

なりたいかな？　今日の�目標を考えてみよう！」�

　小学校の先生はすばら�し�い！　長田中学校区に�

は３つの小学校があり，�中１，小６�（主に）�の公開�

授業を行い，相互参観す�る授業研究を行っている。�

今年度は中１のクラスで�，小学校の授業からヒン�

ト�を得たことを取り入れて公開�授業を行った。導�

入から自分たちで本時の�目標を考え，その目標に�

向かって授業を進めてい�くのである。その中には�

学び合いや助け合いもあ�る。生徒が自ら進んで，�

英�語�を�使�っ�て�コ�ミ�ュ�ニ�ケ�ー�シ�ョ�ン�を�図�り�な�が�ら�

「考え表現する力」�をつけていく。�そのときに　�AC

　�が�生�き�る�の�で�あ�る�！�AC　�で�inputし�た�表�現�を�自�分�

のことばと�し�，�outputする。�小学校で学んだことを�

中学校で活かすとき，�　�AC　�が架け橋になる。�「楽�し�

い授業」はここから始ま�る。�

　�

3.　�My　�Projectのすごさ　�～　�AC　�が活きる～�

　各学期の最初に，生徒�が見るページ！　それが�

My　�Projectである。�最初に各学期のGoal（目標）�を�

示す。学習の見通�し�をもたせて，授業をスター�ト�

する。各ページで学んだ表�現を積み重ね，まとま�

りのある文を作る。�これがMy　�Projectのすぐれた�

点�で�あ�る。PROGRAMご�と�に�完�結�す�る�の�で�は�な�

く，�関連�し�合いながらMy　�Projectへとつながるの�

である。�

　　�AC　�で学�んだ基本的な形を応用�し�て，自己表現�

することができるようにす�る。以下に例を示す。�

　�

　�My Project 1 ～自己紹介を�し�よう～�

　My Project 2 ～人を紹介�し�よう～�

　My Project 3 ～どんどん質問�し�よう～�

　�

　�

　�

　�

　�

4．アクションカー�ド�の使い方（by Izu）�

　新し�い�Sunshineに�は，生�徒�が�small　�stepで�４�技�

能の総合的な活動を通�し�て，これらの技能を統�合�

的に習得できる工夫がなさ�れている。その中の１�

つが　�AC　�であり，生徒たちにとっ�て不可欠な「道�

具」である。以下は私が授�業で実際に活用�し�てい�

る方法の一部である。�

（1）�　�準備・方法�

　①生徒は全員，かるたと�同様に１枚１枚切り取�

り，36枚すべてに名前を書い�ておく。�

　②授業開始１分前までに�机上に並べる。�

　③多くの枚数の　�AC　�を取ったほうが勝ち。�

　④ジェスチャーを使う方�法もある。�

　⑤か�る�た�と�同�様�に�カ�ー�ド�を�取�る�と�き�はYes，�取�

英語教育・2013年第2号�

1�4�

石川県金沢市立長田中学校�教諭　�泉 洋美�
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れなかった人はNoと言うこととする。�

　⑥Yes / No＋�1文を付け加えるとき，�間違えると�

相手のカー�ド�となる。�

　⑦活動終了後，取った枚�数を数え，お互いに何�

枚持っているかをたずねる。�

　⑧前期はすべてのカー�ド�（１枚残す）�を取るまで�

やり続ける。�

　⑨�11月�頃�よ�り�時�間�を�限�定�し�，５�分�間�と�し�た�（�将�

来，帯学習と�し�て　�AC　�の活動を取り入れるた�

め）�。�

（2）�　�実践例�

①PROGRAM　�3導入前�

　※質問に対する答え方：�Yes / No

②PROGRAM　�3-1のあと�

　※質問に対する答え方：�Yes　�/　�No＋1文�

　　　�

　※まだ習っていないとき�からくり返�し�練習�し�て�

おくことで，inputされる。�

③PROGRAM　�6-1のあと�

　※質問に対する答え方：�Yes　�/　�No＋1文�

④PROGRAM　�9-2導入前�

生徒：�先生！　今日アクションカ�ー�ド�やる？�

　�私　�：�もちろんやるよ～。早く並�べて～。�

生徒：�やったあ～！�

（3）�　�魔法の道具！�？�

　AC　�は�授�業�最�初�の�５�分間�で�使�っ�て�い�る。生�徒は�

この活動を通�し�，36の動詞を覚える。それ�だけで�

はなく，これらの動詞を使っ�て自己表現できるよ�

うになっていく。生徒の努力�もあるが，パフォー�

マンスを引き出す道具である�ことは間違いない。�

5.　�アクションカー�ド�は生徒の宝物！�？�

　アクションカー�ド�は生徒が楽�し�みながら覚えら�

れる，彼らにとっては不可欠�な「道具」である。�

アクションカー�ド�は，36もの動詞を覚えて�自分の�

「ことば」と�し�て使うことができるように�なる，�

言わば「魔法の道具」ではな�いかと思う。本稿で�

紹介�し�たことは，自分が日頃考えて�いることや授�

業で実践�し�ていることであるが，も�っと効果的な�

使い方もたくさんあるだろう�。今後もさまざまな�

機会を通�し�て学んでいきたい。そ�し�て，日々の授�

業での実践を重ねながら，ア�クションカー�ド�が生�

徒にとっての「道具」から「�宝物」になるように�

活用法を研究�し�ていきたい。�

I after school.play baseball

I every day.study English

My friend after school.plays baseball

He every day.studies English

after school?play baseballDo you

every day?study EnglishDoes he

yesterday?do her homeworkDid she

A:

B:

How many cards do you have?�

I have ten cards.

T:

S:

Do you  AC ?�

Yes, I do. / No, I don
,
t.

T:

S1:

S2:

Do you  �

Yes, I do.           I  �

No, I don
,
t.  I don

,
t

wash your face  ?

wash my face  .

wash my face  .

T:

S1:

S2:

Does Akira /Aya│�

Yes, he / she does.  �

He / She�

No, he / she doesn
,
t.  �

He / She doesn
,
t

T:

S1:

S2:

Are you�

Yes, I am. �

 I am�

No, I am not.  �

I am not                                 now.�

I am

cooking dinner  now?

cooking dinner  now.

cooking dinner  

studying English

     

T:

S1:

Is Akira / Aya�

Yes, he / she is.  �

He / She is

listening to music  now?

listening to music  now.

wash his / her face  .

washes his / her face  .

wash his / her face  ?

now.

英語って楽しい！�

アクションカードの使い方�
教科書の特長を活かしたもう一工夫�

～アクションカードで英語好きが増える！？～�

T:

S1:

S2:

Why do you  �

Because I like English songs.�

Because you like English songs.

study English  ?

come to school  ?

come to school  by bus.

T:

S1:

S2:

How do you�

I�

I walk to school.

⑦まとめの活動�

T:

S1:

S2:

Did you  �

Yes, I did.  I�

No, I didn
,
t.  �

I didn
,
t                               yesterday.�

I

study English  yesterday?

studied English  yesterday.

watched TV  yesterday. 

study English  

⑤PROGRAM 9-3導入前（表面(絵)でも裏面(単語)でも�

　よい）�

　※先生と生徒，あるいは生徒同士�

S1:

S2:

S1:

（ジェスチャーしながら）What am I doing now?  �

Are you�

Yes, I am.  I
,
m

cooking dinner  now?

cooking dinner  now.など�

⑥PROGRAM 10導入前�

No, he / she isn
,
t.  �

He / She isn
,
t

He / She is

listening to music  now.

watching TV  now.

S2:
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　小学校に外国語活動が�導入された頃より，そう�

し�た事例で先行するアジア諸国�から何らかの示唆�

を得ようとする動きが活�発になっている。台湾で�

は日本に10年以上先行�し�て，小学校に英語教育が�

導入された。昨年暮れに�台湾で小学校の英語授業�

を参観する機会を得たの�で，台湾から学べること�

は何かについて述べてみ�たい。�

1．小学校英語導入�の経緯と実態�

　1990年代に高雄市や台�北市といった自治体が，�

小学校で英語授業を開始�し�たのが始まりである。�

背景には英語を使える人�材を育成�し�てほ�し�いとい�

う，産業界からの強い要�請があった。その後地域�

による格差を解消するた�め，台湾政府は2001年よ�

り�台�湾�全�土�の�公�立�小�学�校�で，５,　�６�年�生�を�対�象�に�

週２時間の英語授業を導�入�し�た。その２年後には，�

英語授業開始を３年生か�らに引き下げている。�

　小学校英語教育の目的�は，日本と同様に「基本�

的なコミュニケーション�能力を育てる」ことであ�

る。音声面の指導を重視�し�ながらも，文字や文法�

の指導も同時に行われて�いる。�

　授業はほぼ英語専任の�教員が担当�し�ている。育�

成に関�し�ては，教育大学に必修の英語�科目を増や�

すとともに，英語教員の�資格試験を設け，合格�し�

た教員を英語専任教員と�し�て雇用�し�ている。英語�

教師に対�し�ては，研修やワークショッ�プなど手厚�

いサポー�ト�体制がある。�

　教材は複数の検定教科�書から，自治体ごとに選�

定することができる。�CDやワークブックが付属で�

ついており，授業内で活�用されている。�

2．授業参観から�

　まず高雄市の国民小学�校�（公立）�３年生の授業を�

参観�し�た。英語専任の教師が，�主に母国語を使っ�

て，アルファベッ�ト�の書き方を指導�し�ていた。児�

童はワークブックの問題�に取り組んだり，文字を�

発音�し�たり書いたりする活動に�取り組んでいた。�

児童同士で何かを伝え合�うというようなコミュニ�

ケーション活動はほとん�どなく，�スキルの習得�（文�

字知識）�に終始�し�た授業であった。�

　次に見た台北市立教育�大学附属小学校３年生の�

授業は衝撃的だった。台北�市では１年生から英語�

授業を導入�し�ている。また，多くの子ど�もたちが，�

民間の英会話塾に通ってい�る。そのため３年生な�

がらもすでにかなりの英語�力を身につけている。�

教師はすべて英語で授業を�行い，児童は完璧にそ�

れを理解�し�ていた。�「身につけているもの」�を表現�

するという授業だったが，�児童の発する英語はと�

ても自然で流暢であった。�

3．日本の外国語活�動への示唆�

　附属小学校の授業を参観�し�たあとで，台北市立�

教育大学の英語専攻の学生�と話�し�合う機会があっ�

た。彼らのなまりやよどみ�のない美�し�い英語には�

さらに衝撃を受けた。この�一件だけですぐ小学校�

英語の成果が出ていると断じ�ることはもちろんで�

きない。�し�か�し�全力で英語教育に取り組�んでいる�

台湾が，日本よりも多くの�英語のできる人材を生�

み出�し�ていることは間違いないよ�うである。�

　韓国もそうだが，台湾の�英語教育に対する真剣�

さは，日本のように大きな�国内市場を持たないゆ�

えに，海外で勝負�し�ていかなければならないと�い�

う事情が大きく影響�し�ている。台湾の方針すべ�て�

を日本に持ち込むことはで�きない。見習うべきは，�

クラスサイズと英語教師の�質であろう。語学に応�

じ�てクラスをもっと少人数�にすべきだ�し�，小学校�

だからこそ，質の良いイン�プッ�ト�が与えられる教�

師を配置�し�たい。も�し�担任に任せ続けるという�の�

なら，もっと手厚いサポー�ト�をすべきである。逆�

に見習わなくてよいのは，�文字も含めた４技能を�

最初から導入することであ�ろう。現在の外国語活�

動のように，まずは音声に�たっぷり慣れ親�し�ませ�

てから，ゆっくり文字を導�入�し�ていったほうが，�

英語嫌いを多くつくらずに�済む。今後もアジアで�

の英語教育の動向を見据え�，取捨選択�し�ながら，�

日本の状況にあった小学校�英語教育を模索�し�てい�

くことが求められるであろ�う。�

（北海道教育大学教授　�笠原　�究）�

英�語�教�育�時�評�

投稿�を�歓迎�し�ま�す�

　英語教育に関する問題提起，実践報告�，研究などの�
投稿をお待ち�し�ております。掲載号につきま�し�ては，�
原稿到着時に決めさせていただきます。�規定は以下の�
とおりです。ご不明の点は編集部までお�問い合わせく�
ださい。�
　①　�2�2�字詰×7�2�行以内�（本文分量）�
　②　�二重投稿はご遠慮ください。�
　③　�採用分には薄謝を進呈いた�し�ます。�

台湾の小学校英語�教育�
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